
前回 の 復習

A : h次正方行列

A は対角化可能 である

(⇒: ある 正則行列 P が在して
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対局行列

いんな 行列 も 対角化できるわけではない 。く

λ ., λ r : A の相異なる固有値 (n≤ )

A 12 対角化可能である
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固有値 λ 々 の 固有空間

A の 対角化 A : 対角化可能

① - A の 百値λK ( k =1.n )

② : λひK (k= 1. "n " r の固有ベクトル

( AVK = λ K Iz )

③ P = C., ψn) とする ( n 次正方行列)
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S . 対角化 の 応用

盟 A = )の n 乗 A "
を
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A を 対角化する

①A (t ) = det (tE- A ]
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7 , 4 1 は A の固有値



国固有値 Λ
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ε) 2 x. - x2 = 0

∴ 乳) = t ( ! : ]
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団有値 4
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P = (:z )とするとら PYAP = (
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となる 肖




